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適化した a-Si を用いた光導電層、高速な光書き込みシステムについて開発検討を行ない、 10μm 径の高精細書き込



















(1) 強誘電性液品を用いた光書き込みライトバルブにおける SiO 斜方蒸着膜を配向膜とした液晶セルの均一配向
の検討、光導電層と書き込み/投影光学系の最適化の検討を行ない、 10μm 径の書き込み (501p/mm の解像度)、 1500




るとともに、電界解析、光散乱解析等を行ない、通常の CRT を用いた場合に比べ、約 2倍の輝度効率のリアプロジ
ェクションディスプレイが得られることを示している。
(3) 非常に広い視野角特性を有し、大型のモニター用ディスプレイに適している面内応答型液晶表示モードの電極
構造、パネルパラメータ等の検討を行ない 15 型モニターLCD の試作を行なっている。また液晶配向についても詳細
に検討を行い、プレチルト角約 3。で平行配向とした時、視野角特性、色変化を改善することができることを見出し、
非常に表示特性の優れた広視野角モニターディスプレイが得られることを明らかにしている。さらに、モニター用デ
ィスプレイなどの大型 LCD のプロセス上の課題である、 uv シール材を適用した重ね合わせ精度向上、注入時間の短
縮を行なうための注入シミュレーションモデ、ルの検討も行っている。
以上のように本論文は液晶配向に特徴を有する三種類の液晶表示モードの検討と、それぞれの表示モードの特徴を
活かした応用デバイスの試作、評価を行ない、優れた特性を有する表示デバイスを得ることが可能であることを実証
しており、電子工学に寄与するところ大である。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
